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町議会から選出する一部事務組合等の議会議員

５月特別会議 議会の
後期体制決定5月15日

　

令
和
７
年
５
月
特

別
会
議
が
５
月
15
日

に
開
か
れ
、
議
長
や

副
議
長
を
は
じ
め
、

議
会
運
営
委
員
会
委

員
、
常
任
委
員
会
委

員
、
城
南
衛
生
管
理

組
合
議
会
議
員
な
ど

の
選
挙
や
選
出
が
お

こ
な
わ
れ
、
後
期
の

議
会
体
制
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
長
か
ら

提
出
さ
れ
た
議
会
選

出
の
監
査
委
員
の
選

任
同
意
に
つ
い
て
審

議
し
、
原
案
の
と
お

り
同
意
し
ま
し
た
。

議
　
長

松
本
義
裕

ま
つ

ひ

ぐ
ち

ふ
さ

つ
ぐ

も
と

よ
し

ひ
ろ

監
査
委
員

塚
本
　
五
三
藏

就
任
あ
い
さ
つ

（
再
任
）

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
同
意

　

再
度
、
栄
誉
あ
る
議

長
を
担
う
機
会
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
住
民
の
皆
さ

ま
と
真
摯
に
向
き
合
い
、

届
け
ら
れ
た
声
を
背
景

に
、
皆
さ
ま
の
健
康
・

福
祉
の
向
上
、
健
全
な

財
政
を
め
ざ
し
、
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

議
会
議
員
か
ら
選
任

す
る
町
の
監
査
委
員
に

塚
本
五
三
藏
氏
が
決
ま

り
ま
し
た
。

城
南
衛
生
管
理
組
合
議
会

田
井
　
稔

岩
田
芳
一

ご
み
・
し
尿
を
共
同
処
理
す
る
、
本
町
を
含

む
３
市
３
町
の
一
部
事
務
組
合
の
議
会
議
員

京
都
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

巽
　
悦
子

後
期
高
齢
者
医
療
の
事
務
処
理
を
お
こ
な
う
、

府
内
の
市
町
村
で
構
成
す
る
広
域
連
合
の
議

会
議
員

京
都
地
方
税
機
構
議
会

大
宮
竹
志

京
都
府
及
び
京
都
市
以
外
の
府
内
市
町
村
が
、

税
業
務
を
共
同
で
お
こ
な
う
広
域
連
合
の
議

会
議
員

副
議
長

樋
口
房
次

就
任
あ
い
さ
つ

　

住
民
の
皆
さ
ま
の
代

表
と
し
て
、
そ
の
声
を

し
っ
か
り
と
町
政
運
営

に
反
映
さ
せ
、
「
い
つ

ま
で
も
住
み
続
け
た
い

ま
ち
」
と
言
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
皆
さ
ま

の
お
力
を
お
借
り
し
て
、

精
一
杯
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

つ
か

も
と

い

さ

お

た

い

み
の
る

い
わ

た
つ
み

た

よ
し

え
つ

お
お

み
や

た
け

し こ か
ず
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＊
行
財
政
、
防
災
、
消
防
、
農
商
工
業
、

環
境
、
道
路
、
河
川
、
都
市
計
画
、

上
下
水
道
な
ど
を
調
査
す
る
。

＊
本
会
議
や
委
員
会
な
ど
の
議
事
の

運
営
・
能
率
的
な
進
行
を
図
る
。

総
務
事
業
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

＊
議
会
広
報
、
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
充
実
、
議
会
見
学
会
な
ど
を
通

じ
、
情
報
公
開
に
努
め
る
。
ま
た
、

議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
や
、
地
域
懇

談
会
の
計
画
・
運
営
に
取
り
組
む
。

広
報
広
聴
委
員
会

委員長
辻　　　徹

副委員長
中野　ますみ

委員
大宮　竹志

委員
樋口　房次

委員
岩田　芳一

委員
内田　孝司

＊
福
祉
、
保
健
、
住
民
登
録
、
清
掃
、
こ
ど
も
園
、

学
校
教
育
、
社
会
教
育
な
ど
を
調
査
す
る
。

民
生
教
育
常
任
委
員
会

委員長
濱口　隆志

委員
田井　　稔

委員
巽　　悦子

委員
戸川　和子

委員
島　　宏樹

委員
芦田　祐介

副委員長
塚本　五三藏

委
員
長

副
委
員
長

委
　
員

委
　
員

委
　
員

委
　
員

岩
田
芳
一

島
　
宏
樹

田
井
　
稔

濱
口
隆
志

塚
本
　
五
三
藏

巽
　
悦
子

＊
各
種
予
算
・
決
算
の
内
容
を
審
査
、

調
査
す
る
。

予
算
決
算
常
任
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

委
　
員
　
　
議
長
を
除
く
11
名
の
議
員

田
井
　
稔

内
田
孝
司

委
員
長

副
委
員
長

委
　
員

委
　
員

委
　
員

委
　
員

委
　
員

大
宮
竹
志

巽
　
悦
子

田
井
　
稔

辻
　
　
徹

樋
口
房
次

戸
川
和
子

内
田
孝
司

　

本
町
議
会
に
は
４
つ
の
会
派
が
結
成
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
改
め
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

会
派
の
紹
介

＊
◎
は
代
表
者

＊
届
出
順
（
令
和
６
年
11
月
１
日
現
在
）

会
派
と
は
、
議
会
内
に
結
成
さ
れ
た
主
義
主
張
を

同
じ
く
す
る
議
員
の
集
合
体
を
い
い
ま
す
。

町
議
会
で
は
、
複
数
（
２
人
以
上
）
の
人
的
構
成

を
要
件
に
、
会
派
と
し
て
認
め
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
議
員
団

に

ほ
ん

さ
ん
と
う

ぎ

い
ん
だ
ん

き
ょ
う

公
明
党
議
員
団

く
み
や
ま
み
ら
い

会
派
に
属
さ
な
い
議
員

＠
く
み
や
ま

こ
う

あ
っ
と

め
い

と
う

ぎ

い
ん

だ
ん

◎
巽　
　

悦
子

　

中
野
ま
す
み

◎
岩
田　

芳
一

　

戸
川　

和
子

◎
島　
　

宏
樹

　

松
本　

義
裕

　

辻　
　
　

徹

　

濱
口　

隆
志

　

内
田　

孝
司

◎
樋
口　

房
次

　

塚
本
五
三
藏

　

大
宮　

竹
志

　

田
井　
　

稔

　

芦
田　

祐
介

つじなかはま

たあし だ ゆう すけ い みのる

つか もと い さ お ぐち たか し の とおる

おお

いわうちしまたつみと がわ かず こ えつ こ ひろ き だ たか し た よし かず

ひ ぐち ふさ つぐ みや たけ し
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プレミアム率大幅アップで
消費者支援

定例会
６月会議

補正予算

本会議、各常任委員会の
映像配信
久御山町議会ホームページから
録画映像がご覧いただけます。

商工会運営等補助事業
（久御山町商工会補助金…
プレミアム商品券負担金）
　プレミアム商品券のプレミアム率を当初予算の15％から30％に上乗
せし、販売数も2,000セットから3,000セットに増刷するもの。

117万円

Ｑ プレミアム率を下げて販売数を増やし、4,000セットにでき
ないか。

Ａ 今後の検討課題とさせていただきたい。

　
令
和
７
年
定
例
会
６
月
会
議
を
６
月
16
日
に
開
会
し
、
町
長
か
ら
令
和
７
年
度
補
正
予
算
や
令
和
６
年
度
補
正

予
算
の
専
決
処
分
、
条
例
改
正
な
ど
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
は
全
て
可
決
・
承
認
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
７
議
員
が
町
政
課
題
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
補
正
予
算
や
人
事
に
つ
い
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
条
例
改
正
な
ど
の
主
な
も
の
に
つ

い
て
は
、
６
〜
７
ペ
ー
ジ
の
委
員
会
審
査
内
容
の
中
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
お
読
み
く
だ
さ
い
。

令和７年度久御山町一般会計補正予算（第１号）
1,131万円を追加し、一般会計予算総額は98億3,131万円に

※画像は令和６年度のもの

※画像は令和６年度のもの
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中学校保護者負担軽減事業
（学校給食弁当代替者補助金）
　大橋辺から大淀中学校に通学する生徒に、久御山中学校と同等の補助をするもの。
　１食360円×185回×33人

220万円

Ｑ ４月にさかのぼって補助されるのか。補助金はいつ支
払われるのか。

Ａ ４月にさかのぼり、年度末に保護者に支払う。

Ｑ なぜ当初予算に計上されなかったのか。
Ａ 当初予算は、給食材料費の無償化のための予算。
今年度に入り、弁当持参者も対象としたため。

子育て支援推進事業
（子育て応援住宅総合支援事業費補助金…住宅リフォーム補助金）
　子育ての負担軽減を目的におこなう20万円以上の工事であり、
次のいずれかの場所のリフォームに対して補助をおこなう。
〇リビング　〇台所　〇浴室　〇こども部屋

180万円

Ｑ 当初予算より増額になった理由は。
Ａ 制度の見直しにより、利用者が増加したため。

財産取得
指揮車　1,254万円
仕　　様：日産キャラバン
　　　　　ガソリンエンジン、水冷４気筒、
　　　　　2,488cc、４輪駆動
配置場所：消防本部
指揮車とは、災害現場へ出動して情報を集め、活動の作
戦を立てて、他の消防車や救助工作車、救急車など全て
の車両に指示を与える車両のこと。

人　　事
◆代表監査委員

田中　悠紀彦 氏（新任）
たなか ゆきひこ

◆澱川（よどがわ）右岸水防事務組合議会議員

袖岡　英次 氏（再任）
そでおか えいじ

八木　孝 氏（再任）
やぎ たかし

府補助2
1

※写真はイメージです
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　総務事業常任委員会は、建設課ならびに国土交通省近畿地方整備局淀川河川事務所工務第一課に出席
を求め、「かわまちづくり」の調査として、現地調査をおこなった。

◯
選
挙
運
動
用
ビ
ラ
の
作
成
費
用

町
議
会
議
員　

上
限
枚
数　

１
，
６
０
０
枚

　
　
　
　

限
度
額　

１
３
，
４
０
８
円

町　
　
　

長　

上
限
枚
数　

５
，
０
０
０
枚

　
　
　
　

限
度
額　

４
１
，
９
０
０
円

◯
選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
費
用

　
　
　
　
　

上
限
枚
数　
　
　
　
　
　

56
枚

　
　
　

限
度
額　

３
４
９
，
１
６
０
円

Q
　
改
正
の
背
景
は
。

A
　
物
価
高
騰
と
、
３
年
ご
と
の
見
直

　
　

し
に
よ
る
。

◯
契
約
金
額　
　

1
億
10
万
円

落
札
業
者　
　

㈱
辻
中

落
札
率　
　
　

88
･
38
％

Q
　
財
源
は
。

A
　
国
か
ら
の
補
助
金
50
％
を
活
用
。

休会中の事務調査 かわまちづくりについて ４月23日

■「かわまちづくり」とは
　「かわまちづくり」とは、「河口から水源地まで
様々な姿を見せる河川とそれにつながるまちを活性化
するため、地域の景観、歴史、文化及び観光基盤など
の『資源』や地域の創意に富んだ『知恵』を活かし、
市町村、民間事業者及び地元住民と河川管理者の連携
の下、河川空間とまち空間が融合した良好な空間形成
をめざす」と、国土交通省のホームページには定義さ
れている。すでに全国各地で取り組みが進められてお
り、令和６年８月時点での「かわまちづくり」登録件
数は236カ所、京都府下では６カ所が登録されている。
■内容と進め方
　町では、国土交通省所有のストックヤードを高台と
して整備し、災害時の「河川防災ステーション」とし
て活用、あわせて、地域の景観、歴史、文化、観光基
盤などの資源および地域の創意工夫を活かし、町、事
業者、地元住民および河川管理者が連携し、河川空間
とそこにつながる「まち」とを一体的に活性化するこ
とを目的に、「久御山町かわまちづくり協議会」を設
立。今年度中に全４回の協議を重ね、前年度の住民ア
ンケート結果を参考に作成した「かわまちづくり構
想」を基に計画が策定される。

■必要経費
　地方創生交付金を活用しながら、令和６年度は、防
災ステーション整備にともなう「かわまちづくり構
想」策定業務に540万１千円。令和７年度は、「かわ
まちづくり計画」策定支援業務に2,140万６千円。
■主な質疑
Q　業務遂行上の安全確保はどうするのか。
A　河川敷の危険性は認識しており、徹底して進める。
Q　今後の管理・運営のための予算は。
A　河川に関するものは国、他は町の維持管理となる。

議
案
第
49
号

町
議
会
議
員
及
び
町
長
の
選
挙
に

お
け
る
選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に

関
す
る
条
例
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
66
号

コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
パ
ッ
ケ

ー
ジ
更
新
工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

　
公
職
選
挙
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

衆
議
院
及
び
参
議
院
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運

動
用
ビ
ラ
作
成
な
ど
の
公
営
に
要
す
る
経
費

に
係
る
限
度
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
。

　
町
議
会
議
員
及
び
町
長
選
挙
に
お
け
る
選

挙
運
動
の
公
費
負
担
に
お
い
て
も
所
要
の
措

置
を
講
ず
る
た
め
の
条
例
改
正
。

　
役
場
２
期
庁
舎
３
階
に
設
置
さ
れ
た
コ

ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
更
新

時
期
（
25
年
目
）
と
な
っ
て
お
り
、
更
新

工
事
を
お
こ
な
う
も
の
。

　
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
と

は
、
中
圧
ガ
ス
な
ど
を
燃
料
と
し
て
エ
ン

ジ
ン
、
タ
ー
ビ
ン
、
燃
料
電
池
な
ど
の
方

式
に
よ
り
発
電
す
る
シ
ス
テ
ム
。

　
発
電
を
お
こ
な
う
こ
と
で
、
受
電
設
備

の
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
対
策
に
効
力
を
発
揮
し
、

災
害
発
生
時
で
も
強
靱
性
の
高
い
中
圧
ガ

ス
で
供
給
を
受
け
ら
れ
る
た
め
、
大
規
模

災
害
へ
の
備
え
に
も
な
る
。

　

６
月
会
議
で
は
、
総
務
事
業
常
任
委
員
会
（
辻
徹
委
員

長
）
に
９
議
案
が
付
託
さ
れ
、
審
査
し
ま
し
た
。

　

２
議
案
に
つ
い
て
、
主
な
質
疑
と
答
弁
を
報
告
し
ま
す
。

（
採
決
結
果
は
８
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

西一口地域の宇治川河川敷

総務事業
常任委員会

６月20日
REPORT

行財政・まちづくり・環境・防災・上下水道

くみやま 議会だより　No.179 （6）



　
Q
　
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
に
有
効
期
限

は
あ
る
の
か
。

A
　
期
限
は
設
け
て
い
な
い
。

Q
　
課
税
限
度
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
た

こ
と
に
よ
る
影
響
は
。

A
　
医
療
分
に
つ
い
て
は
１
０
５
世
帯

で
１
０
５
万
円
、
後
期
高
齢
者
支

援
金
等
分
に
つ
い
て
は
36
世
帯
で

72
万
円
の
増
額
が
見
込
ま
れ
る
。

Q
　
限
度
額
の
考
え
方
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

A
　
国
で
一
律
同
じ
と
な
っ
て
い
る
。

被
用
者
保
険
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考

え
、
賦
課
限
度
額
超
過
世
帯
割
合

が
１
・
５
％
に
近
づ
く
よ
う
に
引

き
上
げ
て
い
る
。

休会中の事務調査 学校給食について ４月24日

　民生教育常任委員会は、学校教育課、久御山中学校の栄養士に出席を求め、「学校給食について」の調査
として、現地調査をおこなった。
■久御山中学校の給食の概要
　久御山中学校では平成29年度に給食室を新設し、そ
の翌年の平成30年度より、自校方式での給食実施とな
った。小中学校で統一献立であり、調理業務は民間委
託となっている。
■給食費の無償化
　「全国一番の子育て環境のまちづくり」の一環とし
て、今年度から、町のこども園、小中学校において、
給食費は無償となった。これにより、町の会計ルール
に基づいた管理運用、つまり公会計化され、透明性や
公平性が向上することとなった。
■食育の場としての給食
　無償化によって地場産野菜を多く取り入れた給食も
可能となり、以前より地産地消を推進することができ
るようになった。「野菜のまち」久御山町食育推進条
例とも合致した給食の提供が始まっており、子どもた
ちの久御山町の伝統的食文化に対する理解が更に深ま
ることが期待されている。学校給食は食育の場として
大変重要なものである。

■久御山中学校での主な質疑
Q　無償となったことで、お昼ご飯は無料で食べられ
ると思ってしまう子どもが出てこないか。

A　学校として、感謝の念が芽生えるように子どもた
ちに伝えていく。

Q　お米の値段は。給食のお米の確保はできているの
か。

A　現在、給食に関するお米はそれほど高くはなく、
しっかりと確保できている。

議
案
第
58
号

国
民
健
康
保
険
税
条
例
一
部
改
正

の
専
決
処
分
に
つ
き
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

議
案
第
52
号

町
立
学
校
施
設
使
用
条
例
一
部
改

正
に
つ
い
て

　
久
御
山
中
学
校
体
育
館
に
新
設
さ
れ
る
空

調
設
備
に
つ
い
て
、
町
立
学
校
施
設
使
用
条

例
に
基
づ
き
、
学
校
施
設
を
利
用
す
る
団
体

が
使
用
す
る
た
め
の
規
定
を
整
備
す
る
た
め

の
条
例
改
正
。

　
一
部
は
規
則
改
正
で
の
対
応
と
な
る
が
、

そ
の
内
容
は
、
使
用
料
を
前
納
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
１
時
間
あ
た
り
の
使
用
料
は
千

円
と
す
る
、
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
を
利
用
す

る
と
い
っ
た
内
容
。

　
地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正
等
に
伴

い
、
国
民
健
康
保
険
税
の
基
礎
課
税
額
等

を
改
め
る
た
め
の
条
例
改
正
で
、
国
民
健

康
保
険
税
の
課
税
限
度
額
及
び
軽
減
対
象

と
な
る
所
得
基
準
額
等
を
改
め
る
。

　

６
月
会
議
で
は
、
民
生
教
育
常
任
委
員
会
（
濱
口
隆
志

委
員
長
）
に
３
議
案
が
付
託
さ
れ
、
審
査
し
ま
し
た
。

　

２
議
案
に
つ
い
て
、
主
な
質
疑
と
答
弁
を
報
告
し
ま
す
。

（
採
決
結
果
は
８
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

カード挿入口

民生教育
常任委員会

６月23日
REPORT

暮らし・教育・子育て・福祉・健康
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■賛否が分かれた議案
６月会議　全議案の採決結果

（注）表中の○及び×は、○=賛成討論、×=反対討論をおこなっています。

※松本議長は、賛否同数以外は採決に加わりません。

〇＝賛成　×＝反対　－＝欠席

議案／議員

日本
共産党 公明党

くみやま
みらい ＠くみやま

会
派
に
属
さ

な
い
議
員

結　

果
芦
田　

祐
介

田
井　
　

稔

大
宮　

竹
志

塚
本
五
三
藏

樋
口　

房
次

内
田　

孝
司

濱
口　

隆
志

辻　
　
　

徹

松
本　

義
裕

島　
　

宏
樹

戸
川　

和
子

岩
田　

芳
一

中
野
ま
す
み

巽　
　

悦
子

〇

×

×

〇

〇

×

×

〇

〇

〇

〇

×

〇

〇

〇

×

〇

〇

〇

×

〇

〇

〇

×

〇

〇

〇

×

〇

〇

〇

×

〇

〇

〇

×

〇

〇

〇

×

〇

〇

〇

×

〇

〇

〇

×

×

〇

〇

〇

※

※

※

※

同意

可決

承認

不採択

監査委員の選任同意（代表監査委員） 

国民健康保険税条例一部改正の専決処分の承認 

医療・介護労働者の持続的賃金改善を国に求める
意見書提出に関する請願書 

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準
を定める条例及び特定教育・保育施設及び特定
地域型保育事業の運営に関する基準を定める条
例一部改正 

人事

条例

請願

■賛否が分かれた議案
５月特別会議　全議案の採決結果

（注）表中の○及び×は、○=賛成討論、×=反対討論をおこなっています。

※松本議長は、賛否同数以外は採決に加わりません。

〇＝賛成　×＝反対　－＝欠席

議案／議員

日本
共産党 公明党

くみやま
みらい ＠くみやま

会
派
に
属
さ

な
い
議
員

結　

果
芦
田　

祐
介

田
井　
　

稔

大
宮　

竹
志

塚
本
五
三
藏

樋
口　

房
次

内
田　

孝
司

濱
口　

隆
志

辻　
　
　

徹

松
本　

義
裕

島　
　

宏
樹

戸
川　

和
子

岩
田　

芳
一

中
野
ま
す
み

巽　
　

悦
子

〇 － 〇 〇 〇 ※ 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 × 同意監査委員の選任同意（議選監査委員） 人事

■全員賛成の議案

条　例

議会議員及び町長の選挙における選挙運動の公費
負担に関する条例一部改正
特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償
に関する条例一部改正

町税条例一部改正

町立学校施設使用条例一部改正

布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水
道技術管理者の資格基準に関する条例一部改正

公共下水道条例一部改正

町税条例一部改正の専決処分の承認

都市計画税条例一部改正の専決処分の承認

６年度
補正予算

７年度
補正予算

契約

その他

一般会計補正予算（第８号）の専決処分の承認

国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第
４号）の専決処分の承認
三郷山財産区特別会計補正予算（第３号）の専決
処分の承認
介護保険特別会計補正予算（第５号）の専決処分
の承認
後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）の専
決処分の承認

一般会計補正予算（第１号）

コージェネレーションパッケージ更新工事請負契
約の締結

財産の取得（指揮車）

くみやま 議会だより　No.179 （8）



こ
こ
が

き
た
い

聞

一般
質問

7議員が
登壇 一般質問では、行政全般について町長などに質問しました。

質問者 質問項目〔質問方法〕 ページ

各議員の写真の下にあるＱＲコードを読み込むと、一般質問の動画がスマートフォンやタブレット端末で
ご覧いただけます。

濱口　隆志 議員
はまぐち たかし ①不登校

②フリースクールへの補助金 P10一問
一答

あしだ ①商工会の政治的中立性
②ホテルを核とした賑わいの創出 P11一問

一答芦田　祐介 議員
ゆうすけ

しま ①北陸新幹線延伸
②熱中症対策 P12一問

一答島　　宏樹 議員
ひろき

とがわ ①安全・安心な教育環境
②災害時の情報発信 P13一問

一答戸川　和子 議員
かずこ

①障害者施設和音に第２グループホーム建設
②訪問介護の危機でヘルパー人材確保の支援 P14一問

一答塚本　五三藏 議員
つかもと いさお

①加齢による難聴者への補聴器購入の補助
②公共交通（路線バス）
③水道料金の物価高騰対策としての支援

P15一問
一答中野　ますみ 議員

なかの
えつこ

①北陸新幹線延伸計画の敦賀・新大阪ルート（案）
②住民の健康の向上 P16一問

一答巽　　悦子 議員
たつみ えつこ

にぎ

くみやま 議会だより　No.179（9）



　
不
登
校
児
童
生
徒
の
割
合
は
、
小
学

校
で
は
全
国
平
均
程
度
で
あ
る
が
、
中

学
校
で
は
平
均
よ
り
高
い
。

　
久
御
山
中
学
校
に
は
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
な
ど
が
配
置
さ
れ
て
い
る

「
ほ
っ
と
ル
ー
ム
」
が
あ
る
。
生
徒
の

様
子
や
成
果
は
。

　

教
室
復
帰
に
つ
な
が
っ
た
生
徒
や
、

少
人
数
で
の
関
わ
り
を
続
け
て
い
く
こ

と
で
、
学
校
に
登
校
す
る
意
欲
が
高
ま

っ
た
と
い
う
生
徒
が
い
る
。

　
不
登
校
は
、
本
町
の
「
全
国
一
番
の

子
育
て
環
境
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
め
ざ

し
て
い
く
上
で
、
向
き
合
っ
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
課
題
の
一
つ
。

　
本
町
で
の
不
登
校
児
童
生
徒
の
増
加

や
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
増
員

な
ど
、
不
登
校
の
様
々
な
問
題
に
対
し

て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
予
定
な
の
か
。

　

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
増
員
は

必
要
だ
と
考
え
て
お
り
、
現
在
町
の
予

算
で
時
間
数
を
増
や
し
て
い
る
。

　

ま
ず
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
減
少
に

つ
な
げ
る
と
い
う
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、

　　
久
御
山
中
学
校
と
町
内
３
小
学
校
の

30
日
以
上
欠
席
し
て
い
る
不
登
校
児
童

生
徒
数
に
つ
い
て
、
過
去
５
年
間
の
推

移
は
。

　

久
御
山
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
令
和

２
年
度
が
15
人
、
３
年
度
は
29
人
、
４

年
度
は
33
人
、
５
年
度
は
43
人
、
６
年

度
は
30
人
。

　

３
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年

度
が
10
人
、
３
年
度
は
13
人
、
４
年
度

は
10
人
、
５
年
度
は
15
人
、
６
年
度
は

12
人
。

そ
の
辺
り
も
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
不
登
校
を
は
じ
め
、
様
々
な

困
難
を
抱
え
る
家
庭
の
早
期
発
見
・
早

期
支
援
を
す
る
た
め
の
連
携
シ
ス
テ
ム

の
構
築
、
具
体
的
な
支
援
を
組
織
的
に

進
め
る
た
め
の
（
仮
称
）
子
ど
も
の
未

来
魅
力
化
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
作
成

を
今
後
進
め
て
い
き
た
い
。

　　
子
ど
も
の
不
登
校
に
よ
り
、
離
職
や

休
職
を
さ
れ
る
親
は
多
い
。
そ
れ
に
よ

っ
て
収
入
は
減
り
、
家
に
い
る
子
ど
も

を
見
守
る
と
い
う
心
身
の
負
担
に
加
え
、

経
済
的
に
も
追
い
込
ま
れ
て
し
ま
う
と

い
う
状
況
に
至
る
場
合
が
あ
る
。

　
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
通
う
の
は
高
額

で
、
全
国
平
均
で
月
約
３
万
３
千
円
で

あ
る
。
本
町
は
、
「
全
国
一
番
の
子
育

て
環
境
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
掲
げ
て
い

る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
通
学
へ
の
補
助
も
お
こ
な
う
べ
き
で

は
。

　

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
通
学
へ
の
補
助
金

に
つ
い
て
は
、
国
で
検
討
さ
れ
て
い
る
。

現
時
点
で
は
ま
だ
結
論
が
出
て
い
な
い

が
、
国
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
不

登
校
対
策
の
一
つ
と
し
て
研
究
し
て
い

き
た
い
。

質
　
問

教
育
次
長

教
育
次
長

教
育
長

質
　
問

質
　
問

質
　
問

教
育
長

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
増
員
は

Q
必
要
と
考
え
て
い
る
。

現
在
は
時
間
数
増
で
対
応

A ◆
不
登
校

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
通
学

へ
の
補
助
は

Q
国
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
、研
究
し
て
い
き
た
い

A ◆
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
の
補
助
金

令和に入り、全国的に不登校児童生徒が
 急増している（文部科学省HPより）

インターネットを用いた
フリースクールも存在する

動画はこちら

はまぐち たかし

濱口　隆志

くみやま 議会だより　No.179（10）



質
　
問

　
５
月
29
日
の
町
商
工
会
通
常
総
代
会

に
お
い
て
府
商
工
会
連
合
会
の
副
会
長

（
会
長
代
理
出
席
者
）
が
商
工
政
治
連

盟
の
組
織
内
候
補
と
思
わ
れ
る
特
定
人

の
名
前
を
あ
げ
て
、
来
場
者
に
参
議
院

議
員
選
挙
に
向
け
た
支
援
を
呼
び
か
け

る
発
言
が
あ
っ
た
が
、
そ
う
し
た
発
言

が
あ
っ
た
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
か
。

　
当
該
発
言
は
、
政
治
的
中
立
性
を
規

定
し
た
商
工
会
法
に
違
反
す
る
の
で
は

な
い
か
。

　

発
言
が
あ
っ
た
こ
と
は
認
識
し
て
い

る
が
、
町
は
、
商
工
会
法
に
違
反
す
る

か
ど
う
か
の
判
断
は
で
き
な
い
。

　
商
工
会
は
、
商
工
会
法
に
基
づ
い
て

設
立
さ
れ
た
特
別
認
可
法
人
で
あ
り
、

府
・
町
か
ら
補
助
金
が
支
出
さ
れ
て
い

る
。
同
法
第
６
条
第
３
項
は
「
商
工
会

は
、
こ
れ
を
特
定
の
政
党
の
た
め
に
利

用
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
あ
り
、
政
治

的
中
立
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
商
工
会
と
は
別
に
商
工
政
治
連
盟
と

い
う
政
治
団
体
が
あ
る
が
、
商
工
会
と

は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
。

　

町
は
、
商
工
会
を
監
督
す
る
立
場
に

な
い
た
め
答
え
ら
れ
な
い
。

　
３
月
27
日
に
ル
ー
ト
イ
ン
京
都
久
御

山
が
開
業
し
た
。
以
前
に
同
ホ
テ
ル
の

宿
泊
券
を
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に

し
て
は
ど
う
か
と
提
案
し
た
が
、
進
捗

は
。

　

今
年
度
中
に
返
礼
品
に
す
る
こ
と
で

調
整
し
て
い
る
。

　
く
み
や
ま
マ
ラ
ソ
ン
の
出
走
権
を
返

礼
品
に
し
て
は
ど
う
か
。

　

一
つ
の
提
案
と
し
て
受
け
止
め
る
。

　
イ
ベ
ン
ト
を
誘
致
す
る
に
は
大
型
宿

泊
施
設
と
イ
ベ
ン
ト
会
場
が
必
要
で
あ

る
。
　
今
年
度
中
に
全
世
代
・
全
員
活
躍
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
（
愛
称
：
グ
ラ
ン

ハ
ッ
ト
）
の
開
館
を
予
定
し
て
い
る
た

め
、
環
境
が
整
い
つ
つ
あ
る
。

　
町
制
施
行
50
周
年
の
と
き
に
総
合
体

育
館
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
が
開
催
さ
れ

た
が
、
既
に
20
年
を
経
過
し
て
い
る
。

　
日
本
将
棋
連
盟
の
Ｈ
Ｐ
に
よ
る
と
竜

王
戦
と
名
人
戦
の
開
催
地
を
公
募
し
て

い
る
。

　
グ
ラ
ン
ハ
ッ
ト
完
成
を
機
に
、
の
ど

自
慢
や
将
棋
の
タ
イ
ト
ル
戦
な
ど
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
の
誘
致
活
動
を
積
極
的
に

お
こ
な
っ
て
は
ど
う
か
。

　

イ
ベ
ン
ト
誘
致
に
つ
い
て
は
、
賑
わ

い
を
創
出
す
る
一
つ
の
案
と
し
て
受
け

止
め
る
。

質
　
問 政

治
的
中
立
性
を
規
定

し
た
商
工
会
法
違
反
で
は

Q
違
反
す
る
か
ど
う
か
の

判
断
は
町
で
は
で
き
な
い

A ◆
商
工
会
の
政
治
的
中
立
性

グ
ラ
ン
ハ
ッ
ト
完
成
を
機

に
イ
ベ
ン
ト
誘
致
し
て
は

Q
賑
わ
い
を
創
出
す
る
一
つ

の
案
と
し
て
受
け
止
め
る

A ◆
ホ
テ
ル
を
核
と
し
た
賑
わ
い
の
創
出

事
業
環
境
部
長

事
業
環
境
部
長

質
　
問

質
　
問

質
　
問

総
務
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

に
ぎ

に
ぎ

に
ぎ

動画はこちら

あしだ ゆうすけ

芦田　祐介

今年の総代会

イベント会場となり得る建設中のグランハット
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組
み
に
関
す
る
説
明
会
が
開
催
さ
れ
た
。

ま
だ
具
体
的
な
ル
ー
ト
な
ど
の
内
容
は

聞
い
て
お
ら
ず
、
構
想
段
階
と
考
え
る
。

　
町
と
し
て
知
り
得
た
最
新
の
情
報
を
、

素
早
く
正
確
に
町
民
に
伝
え
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。
情
報
の
公
開
や
周
知
に

対
す
る
考
え
は
。

　

現
在
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
ま
ち

づ
く
り
ニ
ュ
ー
ス
」
の
中
に
掲
載
し
て

い
る
。

　

今
後
は
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
住
民

の
皆
さ
ん
に
お
届
け
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
最
終
の
計
画
が
固
ま
る
前
に
、
明
確

に
、
本
町
の
将
来
世
代
の
課
題
と
し
、

要
望
や
提
案
、
町
の
考
え
を
国
や
府
、

鉄
道
・
運
輸
機
構
な
ど
に
伝
え
る
べ
き

と
考
え
る
が
、
町
長
と
し
て
、
今
後
ど

の
よ
う
に
考
え
、
行
動
し
て
い
く
の
か
。

　

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
で
、
住
民
の
皆

さ
ん
に
土
地
利
用
や
経
済
面
な
ど
様
々

な
面
で
大
変
影
響
が
大
き
く
な
る
と
認

識
し
て
い
る
。

　

推
進
に
は
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
理

　
北
陸
新
幹
線
延
伸
計
画
で
、
町
内
に

車
両
基
地
の
建
設
や
明
か
り
区
間
と
し

て
地
上
を
通
過
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　
こ
れ
は
治
水
へ
の
影
響
や
明
か
り
区

間
の
立
ち
退
き
な
ど
、
町
政
に
大
き
く

影
響
を
及
ぼ
す
懸
念
が
あ
り
町
民
は
不

安
が
絶
え
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
町
が
把
握
し
て
い
る
情
報
の
内
容
は
。

　

３
月
25
日
に
、
国
土
交
通
省
と
鉄
道

建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
（
以

下
、
「
鉄
道
・
運
輸
機
構
」
）
よ
り
京

都
府
域
の
自
治
体
に
対
し
て
整
備
取
り

解
が
不
可
欠
で
あ
り
、
国
や
鉄
道
・
運

輸
機
構
に
対
し
て
、
引
き
続
き
慎
重
な

調
査
と
丁
寧
な
説
明
を
求
め
て
い
く
。

　

北
陸
新
幹
線
の
影
響
は
府
域
全
体
に

も
及
ぶ
も
の
で
あ
り
、
京
都
府
と
も
し

っ
か
り
情
報
共
有
の
上
、
連
携
し
な
が

ら
、
今
後
の
動
向
を
注
視
し
、
町
と
し

て
伝
え
る
べ
き
こ
と
は
し
っ
か
り
と
伝

え
る
。

　
気
象
庁
と
環
境
省
は
、
今
年
も
熱
中

症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
と
熱
中
症
特
別
警
戒

ア
ラ
ー
ト
の
運
用
を
４
月
か
ら
開
始
、

既
に
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
が
和
歌
山

県
な
ど
数
カ
所
で
発
表
さ
れ
た
。

　
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
や
熱
中
症
特

別
警
戒
ア
ラ
ー
ト
が
発
表
さ
れ
た
場
合

の
本
町
の
取
り
組
み
は
ど
う
す
る
の
か
。

　

熱
中
症
特
別
警
戒
ア
ラ
ー
ト
は
、
前

日
に
発
表
さ
れ
る
の
で
、
早
く
知
っ
て

も
ら
う
よ
う
防
災
行
政
無
線
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
周
知
す

る
。

　
久
御
山
町
の
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ

ー
は
ど
こ
に
な
る
の
か
。

　

役
場
ロ
ビ
ー
や
荒
見
苑
、
ゆ
う
ホ
ー

ル
、
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
、
町
立
図

書
館
の
５
カ
所
と
、
協
定
を
締
結
し
た

イ
オ
ン
モ
ー
ル
久
御
山
の
民
間
施
設
で

開
設
さ
れ
て
い
る
。

質
　
問

質
　
問

質
　
問

北
陸
新
幹
線
計
画
を
町
は

ど
う
考
え
行
動
す
る
の
か

Q
動
向
を
注
視
し
、伝
え
る

べ
き
こ
と
は
伝
え
る

A ◆
北
陸
新
幹
線
延
伸

熱
中
症
特
別
警
戒
ア
ラ
ー

ト
発
表
時
の
対
応
は

Q
速
や
か
に
防
災
無
線
や
、ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
す
る

A ◆
熱
中
症
対
策

総
務
部
長

総
務
部
長

町
　
長

民
生
部
長

民
生
部
長

質
　
問

質
　
問

しま ひろき

島　　宏樹
動画はこちら

北陸新幹線敦賀駅
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ル
の
お
茶
が
職
員
室
に
用
意
さ
れ
て
い

る
小
学
校
も
あ
る
。

　
以
前
あ
っ
た
給
茶
機
や
冷
水
機
を
、

各
小
学
校
に
設
置
し
て
ほ
し
い
と
保
護

者
か
ら
要
望
を
聞
い
て
い
る
が
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　

以
前
小
学
校
で
提
供
し
て
い
た
給
茶

機
は
老
朽
化
し
て
お
り
、
衛
生
上
、
再

利
用
は
難
し
い
の
で
、
久
御
山
中
学
校

に
設
置
し
て
い
る
冷
水
機
の
よ
う
な
物

の
設
置
を
現
在
検
討
し
て
い
る
。

　
学
校
内
へ
侵
入
し
て
き
た
不
審
者
へ

の
対
策
は
。

　

警
察
な
ど
の
様
々
な
機
関
と
も
連
携

し
て
、
常
に
命
を
守
る
こ
と
を
第
一
に

し
た
避
難
訓
練
な
ど
を
年
４
回
お
こ
な

っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
発
達
段
階
を
考
慮

し
た
訓
練
も
年
１
回
実
施
し
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

沿
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
避
難

で
き
る
よ
う
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
誘
導
し

た
り
、
不
審
者
に
対
し
て
過
度
な
刺
激

を
与
え
な
い
よ
う
に
し
た
り
、
命
を
守

　
小
中
学
校
で
の
水
分
補
給
の
現
状
は
。

　

各
自
、
家
庭
か
ら
持
参
し
た
水
筒
に

よ
り
、
自
分
の
判
断
で
水
分
補
給
を
し

て
い
る
。

　
水
筒
の
中
身
を
全
部
飲
み
干
し
、
水

筒
が
空
に
な
っ
た
場
合
は
。

　

水
筒
が
空
に
な
っ
た
場
合
は
、
水
道

水
を
補
給
す
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
る
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
厚
意
に
よ
り
ペ
ッ
ト
ボ
ト

る
た
め
の
行
動
の
大
切
さ
に
つ
い
て
指

導
し
て
い
る
。

　
災
害
が
起
き
た
時
、
最
も
重
要
に
な

る
の
が
情
報
で
あ
る
。

　
地
方
公
共
団
体
な
ど
が
、
放
送
局
・

ア
プ
リ
事
業
者
な
ど
の
多
様
な
メ
デ
ィ

ア
を
通
じ
、
地
域
住
民
に
対
し
て
必
要

な
情
報
を
迅
速
か
つ
効
果
的
に
伝
達
す

る
共
通
基
盤
と
し
て
、
Ｌ
ア
ラ
ー
ト
が

あ
る
。

　
Ｌ
ア
ラ
ー
ト
の
内
容
と
本
町
の
活
用

状
況
は
。

　

災
害
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
、
Ｌ
ア
ラ

ー
ト
と
は
、
全
国
の
自
治
体
か
ら
収
集

し
た
災
害
時
の
避
難
指
示
な
ど
に
関
す

る
情
報
や
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
事
業
者
な

ど
の
情
報
を
報
道
機
関
な
ど
の
事
業
者

に
一
斉
送
信
す
る
こ
と
で
、
広
く
地
域

住
民
に
情
報
を
提
供
す
る
も
の
。

　

京
都
府
が
運
用
し
て
い
る
総
合
防
災

情
報
シ
ス
テ
ム
に
、
各
市
町
村
が
情
報

を
入
力
す
る
と
、
Ｌ
ア
ラ
ー
ト
と
連
動

し
て
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
事
業
者
、
ネ

ッ
ト
配
信
事
業
者
な
ど
に
防
災
情
報
が

配
信
さ
れ
、
テ
レ
ビ
の
テ
ロ
ッ
プ
で
流

れ
た
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
の

ト
ッ
プ
に
表
示
さ
れ
た
り
し
て
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

質
　
問

質
　
問

質
　
問

各
小
学
校
に
給
茶
機

ま
た
は
冷
水
機
の
設
置
は

Q
冷
水
機
の
よ
う
な
物
の

設
置
を
検
討
し
て
い
る

A ◆
安
全・安
心
な
教
育
環
境

災
害
時
の
Ｌ
ア
ラ
ー
ト

の
活
用
状
況
は

Q
情
報
入
力
す
る
こ
と
で

防
災
情
報
が
配
信
さ
れ
る

A ◆
災
害
時
の
情
報
発
信

教
育
次
長

教
育
次
長

質
　
問

質
　
問

教
育
次
長

教
育
次
長

総
務
課
防
災
危
機
管
理
担
当
課
長

エ
ル

とがわ かずこ

戸川　和子
動画はこちら

大きな水筒

Ｌアラートの概要
（「Lアラート」は総務省及び一般財団法人マルチメディア振興
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親
亡
き
後
問
題
や
現
在
女
性
が
入
居

で
き
る
施
設
が
町
内
に
な
く
、
早
期
に

良
い
方
向
性
を
見
出
し
た
い
。

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
要
望
書
の
提
出
後
３
年
の
放
置
は
、

福
祉
会
と
行
政
の
不
作
為
で
は
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　

障
害
者
総
合
支
援
法
が
施
行
さ
れ
、

利
用
者
負
担
、
事
業
者
負
担
、
公
費
負

担
と
い
う
、
制
度
運
営
に
あ
た
る
財
源

の
負
担
割
合
が
明
確
に
な
り
、
町
の
公

的
支
援
の
対
応
が
ど
こ
ま
で
必
要
か
も

含
め
、
慎
重
に
判
断
す
る
。

　

要
望
書
受
理
後
、
関
係
課
や
京
都
府

と
の
協
議
の
場
を
設
け
、
福
祉
会
と
も

十
数
回
協
議
を
実
施
し
て
き
た
。　
　

　
　
　

　
第
６
次
総
合
計
画
策
定
で
の
見
解
は
。

　

総
合
計
画
の
策
定
は
、
住
民
ア
ン
ケ

ー
ト
や
各
種
団
体
の
意
見
交
換
会
や
総

合
計
画
審
議
会
で
の
審
議
や
意
見
を
集

約
す
る
こ
と
で
住
民
の
方
々
の
夢
や
希

望
を
実
現
で
き
る
と
考
え
る
。

　

策
定
中
の
第
６
次
総
合
計
画
は
基
本

計
画
の
期
間
を
５
年
と
し
、
中
間
見
直

し
を
お
こ
な
う
こ
と
で
時
流
に
即
し
た

施
策
展
開
が
図
れ
る
。

　　
高
齢
化
が
進
み
、
親
亡
き
後
の
生
活

環
境
の
整
備
、
障
害
者
・
高
齢
者
福
祉

の
先
進
自
治
体
を
め
ざ
す
事
が
不
交
付

団
体
の
使
命
と
責
務
で
あ
る
。
和
音
に

２
カ
所
目
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
建
設
は
。

　

２
カ
所
目
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
建
設

計
画
の
要
望
書
の
提
出
を
受
け
、
各
課

や
府
と
も
協
議
し
、
実
現
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
き
た
が
、
法
律
上
の
制
約
や

経
費
面
な
ど
の
課
題
も
あ
り
、
見
直
し

を
協
議
し
て
い
る
。

　　
ヘ
ル
パ
ー
の
報
酬
引
き
下
げ
で
慢
性

的
人
材
不
足
の
危
機
で
あ
る
。

　
報
酬
差
額
の
補
填
、
報
償
金
や
激
励

金
の
付
与
、
資
格
取
得
費
の
全
額
支
援

な
ど
に
よ
り
、
ヘ
ル
パ
ー
人
材
を
確
保

し
、
福
祉
の
先
進
自
治
体
の
推
進
は
。

　

要
介
護
状
態
の
高
齢
者
や
家
族
の
命

綱
で
あ
り
、
肉
体
労
働
で
大
変
な
業
務

だ
が
実
情
は
低
賃
金
で
、
今
回
の
報
酬

単
価
の
減
額
は
在
宅
介
護
の
基
盤
を
崩

し
か
ね
な
い
。

　

今
後
、
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。

　

本
町
は
人
材
確
保
・
定
着
の
た
め
の

町
独
自
事
業
を
令
和
５
・
６
年
度
に
新

設
し
、
事
業
所
か
ら
は
事
業
の
趣
旨
に

つ
な
が
る
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

提
案
の
支
援
策
も
参
考
に
高
齢
者
福

祉
施
策
と
し
て
人
材
確
保
・
定
着
が
重

要
な
こ
と
は
十
分
認
識
し
効
果
の
あ
る

必
要
な
施
策
を
検
討
し
講
じ
る
。

　
全
国
初
の
町
独
自
制
度
の
実
績
は
。

ヘ
ル
パ
ー
職
員
は
増
え
た
の
か
。

　　

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
数
は
1
5
3
人
で
、

ヘ
ル
パ
ー
は
35
名
か
ら
32
名
に
な
り
、

３
名
の
減
少
。

　

介
護
人
材
確
保
支
援
事
業
等
補
助
金

の
実
績
は
計
６
件
。
介
護
人
材
定
着
支

援
事
業
の
実
績
は
計
13
件
。

質
　
問

質
　
問

町
　
長

町
　
長

質
　
問

質
　
問

民
生
部
長

総
務
部
長

質
　
問

民
生
部
長

和
音
に
２
カ
所
目
の

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
建
設
は

Q
早
期
に
良
い
方
向
性
を

見
出
し
た
い

A ◆
障
害
者
の
施
設
和
音
に
第
２
グ
ル
ー
プ
ホ

　
ー
ム
建
設

訪
問
介
護
の
危
機
で
ヘ
ル

パ
ー
人
材
確
保
の
支
援
は

Q
効
果
の
あ
る
必
要
な

施
策
を
検
討
し
講
じ
る

A ◆
訪
問
介
護
の
危
機
で
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
人

　
材
確
保
の
支
援

動画はこちら

つかもと いさお

塚本五三藏
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規
定
に
基
づ
く
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

ら
れ
て
い
る
の
で
、
市
町
村
の
判
断
で

追
加
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
難
聴
は
、
認
知
症
の
発
生
リ
ス
ク
を

高
め
る
要
因
の
一
つ
、
国
も
認
知
症
の

原
因
の
一
つ
と
説
明
し
て
い
る
が
。

　

平
成
29
年
の
国
際
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病
会
議
、
さ
ら
に
令
和
２
年
に
は
難
聴

は
認
知
症
の
最
も
大
き
な
危
険
因
子
で

あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
。

　

令
和
４
年
12
月
に
京
都
府
議
会
か
ら

補
聴
器
購
入
に
係
る
公
的
支
援
制
度
創

設
を
求
め
る
意
見
書
が
国
に
提
出
さ
れ

た
。
自
治
体
で
取
り
組
む
と
い
う
よ
り

国
と
し
て
施
策
を
講
じ
る
よ
う
求
め
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
か
ら
町
の
姿
勢
は
変

わ
っ
て
い
な
い
。

　
久
御
山
町
国
民
健
康
保
険
条
例
第
８

条
保
健
事
業
で
は
、
「
被
保
険
者
の
健

康
の
保
持
増
進
の
た
め
に
必
要
な
事
業

を
行
う
」
と
あ
り
、
ま
た
高
齢
者
の
医

療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
は
「
高
齢
者

の
福
祉
の
増
進
を
図
る
事
」
を
目
的
と

し
て
い
る
。
法
律
に
の
っ
と
り
聴
力
検

査
の
実
施
状
況
は
。

　

特
定
検
診
は
40
歳
か
ら
70
歳
ま
で
の

国
保
加
入
者
を
対
象
と
し
、
血
圧
や
肝

機
能
、
血
中
脂
肪
、
尿
検
査
な
ど
、
高

齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の

　
住
民
の
方
か
ら
「
宇
治
駅
ま
で
行
く

た
め
時
刻
表
を
見
る
と
、
停
留
所
か
ら

宇
治
駅
ま
で
は
１
時
間
に
１
本
、
土
、

日
、
祝
日
は
２
時
間
に
１
本
。
仕
方
な

く
乗
り
継
ぎ
宇
治
駅
に
着
き
、
乗
車
時

間
・
乗
車
料
金
が
超
過
し
た
」
と
聞
い

た
。
　
令
和
７
年
３
月
に
改
正
さ
れ
た
と
き

町
と
し
て
の
バ
ス
運
行
時
間
な
ど
の
周

知
は
。

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
バ
ス
事
業
者
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
リ
ン
ク
の
掲
載
を

し
て
い
る
ほ
か
、
町
独
自
の
バ
ス
時
刻

表
を
作
成
し
て
い
る
。

　

併
せ
て
、
運
行
経
路
図
や
バ
ス
に
関

す
る
お
得
な
サ
ー
ビ
ス
情
報
、
乗
り
方

な
ど
を
記
載
し
た
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
な
ど

も
作
成
し
て
い
る
。
住
民
や
利
用
者
の

声
を
バ
ス
事
業
者
に
伝
え
る
な
ど
日
頃

か
ら
密
に
連
絡
を
取
っ
て
い
る
。

　
物
価
高
騰
で
、
住
民
は
悲
鳴
を
上
げ

て
い
る
。
そ
の
対
策
と
し
て
自
治
体
が

努
力
し
て
水
道
料
金
の
減
免
支
援
を
お

こ
な
う
こ
と
が
住
民
に
と
っ
て
は
支
援

の
一
つ
に
つ
な
が
る
の
で
は
。

　

生
活
支
援
と
し
て
は
こ
れ
ま
で
か
ら

母
子
世
帯
の
非
課
税
世
帯
な
ど
に
月
額

５
５
０
円
、
減
免
を
実
施
し
て
い
る
。

　

地
産
地
消
の
推
進
、
地
域
産
業
の
振

興
を
お
こ
な
う
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
に

お
米
を
含
む
高
騰
も
続
い
て
い
る
こ
と

か
ら
、
交
付
金
の
限
ら
れ
た
財
源
の
中

「
野
菜
の
ま
ち
応
援
ク
ー
ポ
ン
」
を
実

施
す
る
。

　

物
価
高
騰
の
対
応
は
、
基
本
的
に
国

で
講
じ
て
い
た
だ
く
べ
き
も
の
と
考
え

る
。

質
　
問

質
　
問

質
　
問

都
市
整
備
部
担
当
部
長

高
齢
者
に
聴
力
検
査
の

実
施
は

Q
市
町
村
の
判
断
で
追
加

す
る
こ
と
は
で
き
な
い

A ◆
加
齢
に
よ
る
難
聴
者
へ
の
補
聴
器
購
入
の
補
助

町
と
し
て
の
バ
ス
運
行

時
間
な
ど
の
周
知
は

Q
独
自
に
バ
ス
時
刻
表
を

作
成

A ◆
公
共
交
通（
路
線
バ
ス
）

本
町
水
道
料
金
の
減
免

支
援
を

Q
基
本
的
に
国
で
講
じ
て

い
た
だ
く
も
の

A ◆
水
道
料
金
の
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
の
支
援

福
祉
課
長

民
生
部
長

事
業
環
境
部
長

質
　
問

新市街地整備課の窓口には
時刻表などが配架されている

なかの

中野ますみ
動画はこちら
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車
両
基
地
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
。

　

貴
重
な
自
然
が
残
さ
れ
た
地
域
を
車

両
基
地
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
見
解

だ
が
、
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支

援
機
構
に
お
い
て
、
環
境
影
響
評
価
の

途
中
で
あ
る
の
で
答
弁
し
づ
ら
い
。

　
構
想
の
段
階
で
も
、
町
は
意
見
を
言

う
べ
き
だ
と
考
え
る
が
。

　

何
も
言
っ
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

あ
ら
ゆ
る
場
面
を
捉
え
て
、
し
っ
か
り

町
長
か
ら
も
伝
え
て
い
る
。

　

懸
念
さ
れ
る
内
容
に
つ
い
て
は
、
説

明
会
で
も
、
こ
れ
ま
で
か
ら
環
境
ア
セ

ス
メ
ン
ト
の
場
面
に
お
い
て
も
、
町
は

伝
え
て
い
る
こ
と
を
、
あ
え
て
述
べ
て

お
く
。

　
調
整
池
の
面
積
お
よ
び
立
地
場
所
に

つ
い
て
は
ど
う
か
。

　

３
月
25
日
の
自
治
体
説
明
会
で
は
、

車
両
基
地
に
降
っ
た
雨
の
排
水
に
つ
い

て
は
、
周
囲
の
治
水
に
影
響
を
与
え
な

い
よ
う
に
調
整
池
を
設
け
る
と
さ
れ
て

お
り
、
想
定
さ
れ
る
雨
量
や
流
末
の
流

　　
車
両
基
地
の
予
定
面
積
は
約
30
万
㎡
、

予
定
地
は
農
地
。
近
隣
住
民
や
農
地
へ

の
影
響
は
な
い
の
か
。

　

国
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
資
料
な
ど
で

は
、
町
と
し
て
の
明
確
な
答
弁
は
で
き

な
い
状
況
で
あ
る
。

　
ケ
リ
や
コ
ミ
ミ
ズ
ク
の
局
地
的
な
生

息
地
で
あ
る
巨
椋
池
干
拓
地
は
、
貴
重

な
自
然
が
残
さ
れ
た
地
域
で
あ
る
。

水
容
量
な
ど
を
考
慮
し
て
、
適
切
な
規

模
を
設
定
す
る
こ
と
を
示
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
こ
の
資
料
で
推
測
す
る
こ
と

し
か
で
き
な
い
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

　
住
民
説
明
会
は
い
つ
開
催
さ
れ
る
の

か
。
確
認
し
た
い
。

　

地
元
説
明
会
に
つ
い
て
は
今
ま
で
も

国
や
京
都
府
に
対
し
、
直
接
申
し
入
れ

て
い
る
。
引
き
続
き
、
住
民
説
明
の
必

要
性
を
訴
え
て
い
き
た
い
。

　

国
民
健
康
保
険
法
の
第
1
条
（
目

的
）
と
第
２
条
（
国
民
健
康
保
険
）
と

は
。
説
明
を
。

　

第
１
条
は
、
「
国
民
健
康
保
険
事
業

の
健
全
な
運
営
を
確
保
し
、
も
っ
て
社

会
保
障
及
び
国
民
保
健
の
向
上
に
寄
与

す
る
こ
と
」
と
規
定
し
て
い
る
。

　

第
２
条
は
、
「
被
保
険
者
の
疾
病
、

負
傷
、
出
産
又
は
死
亡
に
関
し
て
必
要

な
保
険
給
付
を
行
う
も
の
と
す
る
」
と

規
定
し
て
い
る
。

　

本
町
も
、
こ
の
法
律
の
趣
旨
に
の
っ

と
り
、
全
て
の
住
民
が
納
得
感
の
あ
る

社
会
保
障
を
実
現
で
き
る
よ
う
、
一
人

一
人
が
社
会
保
険
方
式
の
支
え
合
い
の

仕
組
み
に
参
画
で
き
、
必
要
な
人
に
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
、
給
付
が
適
切
に
お
こ

な
わ
れ
る
社
会
保
障
制
度
の
維
持
に
努

め
た
い
。

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

町
内
建
設
予
定
の
車
両

基
地
、農
地
等
へ
の
影
響
は

Q
国
の
資
料
な
ど
で
は
、明

確
な
答
弁
が
で
き
な
い

A

国
民
健
康
保
険
法
第
1
条

と
第
2
条
の
説
明
を

Q
給
付
が
適
切
な
社
会
保
障

制
度
の
維
持
に
努
め
た
い

A ◆
住
民
の
健
康
の
向
上

総
務
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

質
　
問

民
生
部
長

◆
北
陸
新
幹
線
延
伸
計
画
の
敦
賀・新
大
阪

　
ル
ー
ト(

案)

   車両基地のイメージ（敦賀車両基地の面積：約24万㎡）
※３月25日の自治体説明会（主催：国土交通省、鉄道・運輸機構）資料より

たつみ えつこ

巽　　悦子
動画はこちら

金沢方面
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■議会だより（No.179）発行までのながれ

６月10日  委員会❶
 （編集レイアウト、担当・日程確認、住民取材／担当委員、表紙写真／各委員）
６月27日  原稿締め切り❶
 （一般質問原稿締め切り／各議員→担当委員）
６月30日  原稿締め切り❷
 （全ページ原稿締め切り）
７月９日  委員会❷
 （文章チェック、表紙写真決定）
７月11日  委員会❸
 （最終文章チェック、色校正）
７月28日  完成

広報広聴委員会

広報委員
（７名）

議会
事務局

取材対象
住民

他の議員

印刷
業者

2025

2026

4月

5月

・第４期議会モニター　委嘱

9月 ・９月会議

10月 ・委員会開催（２回）

・議会だより発行No.178
・広報広聴委員会　委員決定

6月 ・６月会議
・委員会開催

7月 ・委員会開催（２回）

8月 ・議会だより発行No.179
・議会広報編集正副委員長研修  
 （議長会主催）
・委員会開催
・議会広報研修（市町村振興協会
　主催）

11月

12月

・議会だより発行No.180
・地域懇談会
 「ほんわかせっしょん」開催

・視察研修

4月

※「きて・みて・議会」開催未定

・委員会開催（２回）

・12月会議
・委員会開催

1月 ・委員会開催（２回）

2月 ・議会だより発行No.181
・議会モニター会議

・委員会開催

3月 ・３月会議

広報広聴委員会の年間スケジュール
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★ご協力をいただきありがとうございました。
★今後も「読みたくなる」編集をめざしてまいります。 
★今後ともよろしくお願いいたします。

４月17日に第４期議会モニターの皆さまへの委嘱書交付式を
開催しました。皆さまこれからよろしくお願いします。

〇かわまちづくり計画について、防災機能と地域のに
ぎわい機能、それぞれの予算配分は明確なのでしょ
うか。
〇北陸新幹線南部ルートの建設促進同盟会負担金に関
して、建設計画の状況と負担金の詳細内容が分から
ない。
〇一部補助金の金額も提示してほしい。
〇みなくるタウンのことをもっと詳しく大きな図面で
見てみたい。
〇条例の名前が難しくて、一読してもその意味がわか
りません。わかりやすい表記を。

〇配信の見方やQRコードについて書かれていたので
わかりやすい。
〇議会の日程や開始時刻などの情報があれば良い。
〇最初に『久御山町のホームページを見る』ことを明
示した方が良い。
〇難しい言葉、硬い言葉を「やさしい日本語」にした
方が良い。外国の方も増えているので。

〇旧山田家住宅、一度行ってみたいと思います。町お
こしになれば。
〇給食の無償化。質が落ちて子どもたちに影響がない
か心配です。
〇みまきっこまんなか応援まちづくり。５年後の出生
数や10年先を見据えた予算が立てられているのか。
〇野菜のまち応援クーポン事業、詳しく知りたいです。

〇せっかくたくさんの写真があるのに。カラーだっ
たらもっといいのに。
〇条例など生活に密着する改正は、その都度わかり
やすく掲載してほしい。
〇グランハットなど、注目されることだけでなく、
日頃の交通渋滞などについても取り上げてほしい
です。

議会モニター「アンケート」
前号No.178（５月１日号)議会モニ
ターさんの回答（一部）を紹介します。

委員会の映像配信の
案内ページについて

特に興味・関心を持たれた
項目などは

議会だよりについて

内容が分かりにくい、
よく理解できない項目は

くみやま 議会だより　No.179（18）



編
集
後
記

委 員 長
副委員長
委　　員

オブザーバー
　（議長）

大宮　竹志
巽　　悦子
田井　　稔
辻　　　徹
樋口　房次
戸川　和子
内田　孝司
松本　義裕

広報広聴委員会
　

毎
日
の
よ
う
に
ニ
ュ
ー
ス
に
登
場

す
る
お
米
の
話
題
。
早
い
梅
雨
明
け

と
猛
暑
が
心
配
で
す
。

　

秋
に
は
稲
穂
が
豊
か
に
実
り
ま
す

よ
う
に
。

　

今
号
よ
り
、
新
メ
ン
バ
ー
で
編
集

い
た
し
ま
し
た
。
わ
か
り
や
す
い
紙

面
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

委
員
長　

大
宮
竹
志

傍聴のご案内 町議会が開催している本会議や委員会は、傍聴することができます。ご興味のある方はぜひお越しください！

本会議を傍聴する場合

委員会を傍聴する場合

❶正面入り口から入ります。

❾４階に上がり、突き当たりまで進みます。 10傍聴席の入り口です　※車イスご使用
の場合は別の入り口になります

12ご自由にお座りください。（最前列は新
聞記者席です）

❾委員会室の入り口です。（議会事務局
と同じ３階にあります）

10ご自由にお座りください。 11委員会中は出入り自由です。

13本会議中は出入り自由です。お帰りの際は、４階のエレベーターをそのまま１階まで
ご使用になりお帰りください。

11入ってすぐ、左手にある階段を上りま
す。

❺エレベーターで３階に上がります。 ❻議会事務局の窓口で傍聴したい旨を
伝えてください。

❼傍聴人受付票に住所、氏名、年齢、傍聴
する会議を記入していただきます。

❽傍聴の心得、当日の議事日程（プログ
ラム）をお渡しします。

❷ロビーを右に曲がります。 ❸突き当たりまで進みます。 ❹議会棟の入り口です。

生で見る議会は臨場感
があります。お気軽に
お越しください！

傍聴へようこそ
ぼうちょう

（上段）左から、内田委員、樋口委員、辻委員、田井委員、
（下段）左から、戸川委員、巽副委員長、大宮委員長、松本議長

こんにちは広
報広聴委員です！

くみやま 議会だより　No.179（19）



ケ
リ
と
人
と
農
業  

共
生
の
ま
ち

ケ
リ
は
謎
と
魅
力
が
い
っ
ぱ
い

　

ケ
リ
の
研
究
は
学
生
時
代
か
ら
始
め
、

早
30
年
。
現
在
、
環
境
省
の
鳥
類
標
識

調
査
員
と
し
て
活
動
し
つ
つ
「
関
西
ケ

リ
研
究
会
」
を
発
足
し
、
生
態
調
査
を

し
て
い
ま
す
。

　

久
御
山
町
で
は
簡
単
に
出
会
う
こ
と

の
で
き
る
鳥
で
す
が
、
環
境
省
レ
ッ
ド

リ
ス
ト
に
は
「
情
報
不
足
」
と
記
載
さ

れ
「
絶
滅
の
危
険
性
を
評
価
す
る
た
め

の
情
報
が
不
足
し
て
い
る
種
」
、
つ
ま

り
謎
の
多
い
鳥
な
の
で
す
。

　

ト
キ
や
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
よ
う
な
ス
ー

パ
ー
ス
タ
ー
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ケ

リ
は
生
息
地
域
の
環
境
指
標
と
な
る
貴

重
な
鳥
な
の
で
す
。

　

町
の
鳥
「
ケ
リ
」
の
制
定
に
は
、
脇

坂
さ
ん
の
学
術
論
文
が
根
拠
に
な
っ
て

い
ま
す
。

農
家
の
皆
さ
ん
と
の
共
生

　

高
価
な
機
械
で
す
が
、
今
で
は
ケ
リ

に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
発
信
機
を
取
り
付
け
て
調
査

を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
行
動
範
囲
や
生

態
が
飛
躍
的
に
わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
足
環
や
発
信
機
を
ケ
リ
の
体
に

取
り
付
け
る
に
は
、
安
全
に
捕
獲
し
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
様
子
を
見

て
、
ケ
リ
の
こ
と
を
大
切
に
思
っ
て
く

だ
さ
る
農
家
の
方
か
ら
は
「
何
を
や
っ

て
る
ん
や
！
」
と
注
意
さ
れ
る
こ
と
も
。

　

保
全
に
つ
い
て
の
理
解
を
い
た
だ
き
、

今
で
は
多
く

の
情
報
を
く

だ
さ
る
農
家

の
皆
さ
ん
は
、

最
高
の
応
援

者
で
す
。

お
二
人
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

ケ
リ
は
農
家
さ
ん
の
味
方
。
農
作
物

に
害
を
与
え
る
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
や
昆

虫
を
食
べ
ま
す
が
、
野
菜
を
食
べ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
春
に
農

作
物
を
食
べ
る
ヒ
ヨ
ド
リ
や
ム
ク
ド
リ

を
追
い
払
い
ま
す
。
と
は
い
え
、
繁
殖

期
の
ケ
リ
の
威
嚇
に
は
、
お
困
り
か
と

…
。
し
か
し
、
人
に
は
決
し
て
危
害
を

与
え
ま
せ
ん
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

　

長
寿
で
あ
り
、
家
族
仲
睦
ま
じ
い
彼

ら
を
久
御
山
町
の
鳥
に
し
て
い
た
だ
い

た
こ
と
、
調
査
研
究
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
、
心
よ

り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

（
聞
き
手
・
広
報
広
聴
委
員
会
）

No.47

あ
し
わ

表
紙
の「
く
み
や
ま
」を
描
い
た

の
は
小
田
香
林
さ
ん
で
す
。

お
だ

か
り
ん

小田 香林さん
（久御山中学校２年生）

　

久
御
山
中
学
校
総
合
文
化
部

の
小
田
さ
ん
は
、
鳥
が
好
き
で

町
の
鳥
で
あ
る
「
ケ
リ
」
を
、

く
み
や
ま
の
「
や
」
に
デ
ザ
イ

ン
し
、
「
ま
」
に
は
淀
ダ
イ
コ

ン
や
町
章
を
入
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
九
条
ネ
ギ
や
イ
チ
ゴ
、

ニ
ン
ジ
ン
を
取
り
入
れ
久
御
山

町
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
題
字
に
仕

上
げ
ま
し
た
。

　

将
来
は
、
絵
を
通
し
て
人
に

喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
仕
事

に
就
き
た
い
と
夢
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

脇坂 英弥さん（環境人間学博士）
脇坂 啓子さん（学術博士）

　

農
道
に
２
台
の
自
転
車
を
停
め
、田

畑
に
双
眼
鏡
を
向
け
、鳥
の
観
察
を
し

て
い
る
二
人
を
見
か
け
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

　

ケ
リ
の
た
め
に
久
御
山
町
の
近
く
に

引
っ
越
し
て
来
ら
れ
た〝
こ
の
ひ
と
〞環

境
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
脇
坂
英
弥
さ
ん
、

脇
坂
啓
子
さ
ん
ご
夫
妻
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

わきさか ひでや

わきさか けいこ
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